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研究成果の概要 

 

脳内において個々の神経細胞は外部情報を元に多様な神経回路網を形成し、脳高次機能を 

制御している。例えば、大脳皮質視覚野における神経回路網は、発生期に視覚情報による神経活

動依存的に形成されることが知られている。しかしながら、従来のプロテオーム解析ではこのような

神経細胞の活動依存的に形成される神経回路特異的な分子成分を解析することは出来なかっ

た。その為に、特定の時期の多様なシナプスのそれぞれの動作特性がどのような分子メカニズムに

よって制御されているのか、まだ十分には理解されていない。この課題を打開するために、本年度

は時空間的に神経回路構成分子を網羅的に解析する為の新たなプロテオミクス技術の開発に取

り組んだ。 

 

 


